
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です～ 

 今年度は町内外の２６もの事業所でお世話になり、２年

１組の生徒３１人が３日間の就業体験を行いました。就き

たい職業に関係する職場で体験した生徒や、まだはっきり

とした進路が決まっていない生徒など様々ですが、どの生

徒も学校の授業の時とは一味違った表情を見ることがで

きました。  

 生徒からは、「自分が将来就きたい職業について詳しく

知ることができ、意欲が高まった」という感想があり、進

路実現に向けた貴重な時間となったことが伺えました。ま

た、「人とのつながりやコミュニケーションの大切さを学

んだ。笑顔で挨拶や会話をする大切さも改めて感じた。」と

いう感想が多く、社会人としてのマナーやルールを再確認

し、意識して実践していく大切さを感じたようです。  

 １０月１１日には、一人一人が学んだことをプレゼンテ

ーションソフトにまとめて、成果発表会を行いました。「今

後の学校生活でも自分から行動し、たくさんの人とコミュ

ニケーションを取り、周りを見て行動するようにしていき

たい。」という生徒もおり、日々の積み重ねが夢の実現に繋

がっていくことをクラス内で共有することができました。

発表を通してまとめる力、表現する力、伝える力を養うこ

とも目的の一つです。今後の生命地域学にも繋げていきた

いと思います。  

 お世話になった事業所の方々には、貴重な時間を割いて

指導していただき、ありがとうございました。  

飯南高校では、２年生に進級する時にコース選択をします。 

就職や専門学校への進学に対応するⅠ型（１組）の生徒にとって、

２年生の『インターンシップ』、３年生の『課題研究』は、 

【生命地域学】の大きな柱となります。 

本校では、キャリア教育の一環として、学校設定科目「生命地域学」を設け、 

地域の資源“ヒト・モノ・コト”とつながる授業を行っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月２日～５日に１年生が台湾に国際交流体験

学習に出かけました。出発前日の結団式では、代表の

有田芳朗さんが「台湾の文化をしっかりと学び、尊重

する姿勢を忘れず、積極的に交流を深めていきましょ

う。」と学習意欲を高めてくれました。  

事前学習では、留学経験のある須山悦加さんを講師

としてお招きし、台湾の言葉や文化を学びました。ま

た、台湾の楊梅高校との交流会で郷土芸能【どじょう

すくい踊り】【銭太鼓】を披露するため、新田啓治先生

と岩崎美智子先生、卒業生の藤原帆乃香さんに指導し

ていただきました。交流会当日は、練習の成果を発揮

することができました。  

帰国時は台風の影響が心配されましたが、全日程を

滞りなく済ませ、無事に帰国することができました。  

このコンテストは、小泉八雲（ヘルン）が文筆を通

じて日本や松江を世界に紹介した功績を称え、作品を

英語で暗唱し、青少年の英語表現力や国際性を高める

ことを目的に毎年開かれています。  

本校からは、鵬雲祭のレシテーション発表会で英語

暗唱をした１年生の佐藤利哉さんが出場しました。鵬

雲祭後も英文を読み込み、コンテストを迎えました。

大きな舞台で緊張感が高まりまし  

たが、最後までやり通すことがで  

きました。他校の参加者の表現力  

を目の当たりにし、自分の課題を  

見つけることができたようです。  

この経験を今後の学校生活にも活  

かしていってほしいと思います。  

 生命地域学の集大成として、３年１組の生徒が６月

から課題研究に取り組んでいます。今年は１０班に分

かれ、【自らの進路と関わる地域課題の解決】を目指

しています。その中で、１０月１２日の中間発表会に

向けて、多くの練習の場を設けました。生徒同士だけ

でなく、教員や地域の方に対して、毎回違う生徒が自

分の言葉で発表をすることで、より主体的に考えてい

る様子が見られました。生徒は、検討→発表→意見集

約→再検討→発表という流れを掴み、６月の「発信力

を鍛える」講座で学  

んだ定量的な目標設  

定、現状把握を進め  

ています。  

 

３年生の就職試験、推薦入試が正念場を迎えていま

す。１年生の時から就職や進学に向けて、様々な進路

学習を行ってきましたが、３年生は今後の進路につい

て今まで以上に深く考え、進もうとしています。放課

後は、補習授業に加え、担当教員から個別指導を受け

ようと、積極的に職員室を訪れています。出願書類の

作成や面接・作文指導などを通して、教職員も一丸と

なり生徒の成長と夢の実現をサポートしています。  

９月は現状把握のため、地域に取材へ出かけました。

飯南町で行われている長生き体操を体験したり、住民

の方に直接街頭取材を行ったりしました。地域の方か

ら建設的なアドバイスを頂くことで、授業時間内に留

まらず、放課後等を利用した活動も展開されています。

高校を舞台にした避難所運営ゲームを行うなど実際に

動く機会が増加していることも今年度の特徴です。  

地域の方々から意見やアドバイスを頂くことで、生

徒は更に考えを深めています。今後ともご協力をよろ

しくお願いします。  

赤来ライオンズクラブ後援で、来島保健センターにて

献血が行われました。今回は、４００ｍｌの献血基準（男

性１７歳以上、女性１８歳以上、その他）を満たしてい

る生徒１２名が献血を希望しました。献血についての説

明を受けた後、献血車で採血をし、献血ができる状態で

あると判断された生徒が献血に臨みました。「数少ない血

液型なので、機会があれば貢献したいと考えていた」「血

液を必要としている人に使ってもらいたいと思った」と

いう思いを持って受けた生徒もいました。献血の重要性

を感じて実行に移してく  

れた生徒には、血液を必  

要としている人のために  

献血を続けていく大切さ  

を心にとめておいてほし  

いと思います。  

現在島根県立大学の出雲キャンパスと浜田キャンパ

スに通っている２人の卒業生が、在校生の希望者に対

して、大学の志望理由やカリキュラムなどについて幅

広く話をしてくれました。高校生活での進路の悩みや

勉強方法、進学に向けてどのような気持ちで臨んだの

かなどの、生徒から出た様々な質問にも２人は丁寧に

答えてくれました。同じように悩んだり迷ったりして

いる生徒にとって、その状況から進むべき道を見つけ、

実現していっている先輩の話を聞くことができ、進路

に向けてのイメージが具体的になったと思います。  

卒業生２名は、大学卒業後地元に帰って貢献したい

という思いを持っており、将来への熱い気持ちを聞け

たこの時間は、在校生にとって有意義な時間となりま

した。このような形でも地域貢献してくれている卒業

生に感謝します。ありがとうございました。  

この日の放送では、落語家・笑福亭鶴瓶さんとゲス

トの俳優・石田純一さんが飯南町を訪れ、旅をします。

その中で、【飯南高校】が登場！鶴瓶さんは毎回、日

本全国を”ぶっつけ本番”で訪問し、偶然の出会いを通

して、地域の魅力を引き出しておられます。飯南高校

にもまさに“突然の訪問”でした。鶴瓶さんは生徒、

教員から、飯南高校のどんな魅力を発見してくださっ

ているでしょうか？ぜひご覧ください！  

 

 

 

※緊急報道等のため、放送日が変わる  

可能性もあります。  

書道同好会の生徒の作品も展示されています！ 

【会場】島根県立美術館 【料金】観覧無料 

【時間】10:00～18:00（最終日 15:00） 

この期間は全ての授業を「公開授業」とし、どの授

業も自由にご覧いただけます。毎日の時間割は、前日

までにホームページにて掲載する予定です。また、玄

関・昇降口にも掲示します。教員の授業力向上はもち

ろん、本校の教育活動を理解していただく機会ですの

で、ぜひお出かけください。 

吹奏楽部は赤来中学校との合同演奏、 

茶道同好会はお茶席、 

生命地域ラボは来島公民館とのコラボブースを

設けます。お楽しみに！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 学校だより月根尾１０月号 平成３０年１０月１８日発行   島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

第７３回国民体育大会 福井国体２０１８ 

【ケ イ リ ン】【チーム・スプリント】別木 汰喜 出場 

【スクラッチ】【チーム・スプリント】福間 青空 出場 

（陸上競技に出場） 

第６４回島根県高校新人陸上 

【１００ｍ】吉中  卓 出場 

【４００ｍ】那須 泉希 出場 
平成３０年度 島根県高等学校新人テニス大会（個人の部） 

【シングルス】内川 夏々子 ベスト ８ 

奥野 志穂  ベスト１６ 

【ダ ブ ル ス】内川 夏々子・門脇 萌ペア ベスト１６ 

 

１０月２９日（月）公開授業旬間（～１１月９日） 

１１月 ５日（月）第２回人権週間（～９日） 

７日（水）人権・同和教育ＬＨＲ 

８日（木）雲南地区高体連体育大会 

１３日（火）第２回防災訓練 

１４日（水）上級学校見学（２年） 

２０日（火）飯南ジョブフェア（１・２年） 

２２日（木）試験発表 

２９日（木）期末試験（～１２月４日） 

平成３０年度島根県高等学校卓球選手権大会 

【男子ダブルス】３ペア 出場 

【女子ダブルス】３ペア 出場 

【男子シングルス】６人 出場 

【女子シングルス】６人 出場 

平成３０年度島根県秋季大会一次大会 

【２回戦】飯南 ０－１５ 矢上 

赤い羽根共同募金 街頭募金活動を行いました 

１０月１日から、第７２回「赤い羽根共同募金運動」が

スタートしました。運動開始に伴い、Ａコープきじま店、

ローソン・ポプラ飯南赤名店の２か所で、来島小学校・赤

来中学校の生徒の皆さんと一緒に募金活動を行いました。

集まった寄付金は、地域福祉の推進を図るため、社会福祉

事業、更生保護事業などに役立ててもらおうと思います。

小学生や中学生の皆さんとの交流の 

場にもなりました。ご協力くださっ 

た皆さん、ありがとうございました。 

第５７回島根県高等学校音楽コンクール 

【木管の部】加治 穂乃香（フルート）     金賞 

岩田 みづほ（バリトンサックス） 銀賞 

有田 芳朗 （テナーサックス）  銅賞 

大垣 里奈 （アルトサックス）  銅賞 

【金管の部】中間 大樹（トランペット）    銀賞 

岸  海斗（ホルン）       銀賞 

前島 遼祐（ホルン）       銀賞 

 


